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 研究方法   
  MG 患者 25 例と，健常者 9 例を対象とした．MG 患者には咬筋のアイスパックテス
トを行い，陽性群 (13例) と陰性群 (12例) に分けた．アイスパックテスト前後での咬合
力の変化は感圧測定シートで記録した．刺激電極として単極針を下顎切痕部に挿入し，記
録電極として表面電極を咬筋部の皮膚に設置した．三叉神経咬筋枝を刺激して反復刺激試
験（repetitive nerve stimulation: RNS）を施行した後，咬筋の複合筋活動電位（compound 
muscle action potential: CMAP）と下顎正中に固定した加速度計を用いて運動誘発波形
（movement related potential: MRP）を同時に記録し，最大上刺激による最大加速度と
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論文審査 
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10 分後には baseline の値まで戻った．しかし，アイスパックテスト陽性 MG では，機能
回復が 10分以上持続することが多い．アイスパックテスト陽性MGにおける，咬筋冷却後
の最大加速度の増大は，復温した冷却 10分後にも持続していた．以上の結果から，MGの
局所冷却による機能改善には，冷却後早期に見られる神経終板での伝達改善のほかに，冷
却後に持続する興奮収縮連関の改善が寄与していることが新たに示された． 
 以上の研究成果により，本論文は医学博士授与に値するとの評価を審査委員全員から頂
いた． 
 
 
 
